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要 約

北海道十j跡地区で出生した重種子馬に，出生直後より起立が不自由であり，左側腕節外側而に直径3cmの腫脹が認

められた 生後15日目の超音波検査において，左側腕節前面の腿笑質が確認されず，片側世t総指1'i'i窃腿断裂と診断さ

れた.圧定包刊ーによって歩様は改善L，最終的に生後270日目に市場取引された 本症例はわが国でI泣初の報告例であ

るーー キーワード総指仲筋腿断裂，馬，超音波診断.
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!15の総指1<1'筋腿断裂は，出生時または出生直後に片側
性あるいは両側性に発生する原因不明の疾忠であり

[1-4]，わが国での報告はみられない.本疾忠では腕節

前面外nlllの特徴的な胞肢と常歩時のナックル;J号機が認め
られる[1， 2，5] 著者らは片側性総肢{'I'筋腿断裂を疑

ったm:種子児のー症例を経験したので，その診断結柴と

治療経過の続安を報告する.

症例および経過

症例は， 北海道十)跡地区の牧場で出生した軍艦子15

(雌，体重70kg)であり， 出生直後より左前肢のイ11'民不

良に伴う起立の不自由が認められた.左側腕節前而外側

に直径3cmのlEIlII長ならびに総指{III筋腿実質の欠如を認

めたが，腿断端はf，/色認できなかった.生後6日目に山、!肢

繋郁から腕節直上をギプス固定したが，歩織に改普が認

められなかったため，生後15日目に粉査を求めて棺広

畜産大学附属家苗病院に搬入された(図I).

ギプス除去後の歩線検査では，左前肢を十分に展出で

きず，球節の屈曲およひ灘鉄が認められた 超音波検査

(7.5MHz， corevisionSSA-350A，東芝医療用品側，東

京)では，左側!腕節前面背側の総指仲筋腿走行部位に脆

走行は確認されず，脆鞘液を示唆する低エコー{止を認め

(図2)，腿断端は確認できなかった.いっぽう，右側肢

においては正常な総指伸筋腿走行部位に腿走行地滑認さ

れた また両前肢で管骨背側面に総指{III筋胞の存在が確

認され，胞の太さに左右差は認められなかった 以上の

検査所見から，総指事1 '筋腿断~~と診断し ， 1ffi. 郁から蹄に

かけて圧定包帯を装着した

生後35日日には，左前肢にi陸度のナックル歩様が残

るものの，腕節を前方に展1.1.¥して，歩行することが可能

となった いっぽう，初診時には認められなかった左前

球飾の軽度の沈下が観察されたため，圧定包仙寺からギプ

ス悶定に変更し， 1週間おきにギプスの巻き替えを実施

した 生後56日目に，ギプス固定によるm1忠馬の運動

:@:の減少と起立困難がみられたため，ギプス悶定を解除

して経過観察とした.

生後100日目には，左前球節の沈下が進行し，左前蹄

図I 生後15日自の左側腕節の背外側iIIT

腕節に直径3cmの脱版を認める an矢印)
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図2 生後15日自の左側腕節の超音波画像 (7.5MHz)

総指仲筋腿に低エコー{主が認められ，腿走行が確認

されない(揺矢印)

尖を挙上して蹄践で着地する弱腫蹄が観察された.同時

に， 左前!庄'目IIJJ靭守ffの腕!氏硬結および帯熱が認められ

た そこで球節の沈下を改善するために， 左前蹄尖官1¥を

鍬削した後，卵型連尾蹄鉄を合成樹脂により接精した.

なお，生後130日目と生後154日目に，改装を行った

生後 154日目には，左前肢のナックル歩様は改善し，

通常の歩行が可能となった.同!皮球節の沈下にも改善が

認められ，同!政骨間靭帯のlilTIIllミ，硬結および情熱は消失

した いっぽう，超音波検査においては。左側腕節前而

外側における腿実質の再生は認められなかった 同馬は

飼い主の希望により 270日齢まで肥育を行い，最終的に

通常価格にて市場取引された.

考 察

馬の総指fill i1)i腿断裂は，居、!庄腕節íÌ~面外側に特徴的な

腿脹が認められることが知られており [1-3J句本症例で

も出生直後に同様の腫脹が認められた また，本疾忠

は，特にアラブ程，クォーターホースおよひF両極の混1(J1

馬に高確率で発症するという報告がある [6].本症例で

観察された腫IJ長は，初診時より刊熱が観察されず波動を

有したことから，腿鞘液の増量したものと推察された.

また，超音波検査によって，総指{lll筋臓の存在が確認さ

れず，本症例は総指仲筋腿断裂と診断された.本症例に

対する超音波所見に|期する報告はみあたらず，本疾患の

診断には超音波検査が有効であることが確認された な

お，本症例では腿断端の確認ができなかったため， IJ古児

期あるいは新生子期の臆断裂もしくは胞の形成不全なの
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かは判別できなかった 今後，本疾患の病因論を検討す

るうえでも，超音波診断による精査を加えていく必要が

あるものと考えられた

本疾患では，忠肢の球節および腕節の屈曲が見られる

ことが主11られているが [3，4l，本症例でも同様のナック

ル歩様が認められた.ナックル歩様では，球節前面の祷

街や転倒による外傷等の合併旋を生じる危険性があるた

め，本症例では圧定包帯を装活した 圧定包惜装着によ

り合併症を発症することなく，生後100日目には腕節を

前方に展出して歩行が可能になった.これは，症例の成

長に伴い，樵側手根仰筋肱ttをはじめとする腕節周囲の腿

および靭帝の相補的機能が高まった結果，前腕部の前方

への展出が可能になったと推察された このことから，

本疾忠の治療には圧定包怖の適用が推奨された.

また，本症例では本疾忠の症状としてはまれな球節の

沈下が認められた.これは，球節部の保護のためにギプ

スを適用したものの，長期にわたり関節の固定を継続し

たために，忠、肢掌側の浅屈筋刷;ならびに1~J' r~u靭布の弛緩

を招き，結果として弱雌蹄ならびに球節の沈下が起きた

ものと推察された また，総指fill筋腿断裂の治療におい

て固定具を用いた矯正法が報告されているが [1J ，本症

例では球節の沈下に対し蹄尖部の鎖削および述尾蹄鉄の

装着を行った結果，歩様の改善が認められた このこと

から，本疾患の治療中に球節の沈下が発現した場合には

装蹄療法の適用が有効であることが示唆された.
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A CongenitaI Rupture of the Common DigitaI Extensor Tendons in a Draught FoaI 
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SUMMARY 

In a draught foal born in Tokachi， Hokkaido， ]apan， dysstasia and a cold tumor of 3cm diameter were 
observed in the lateral surface of the left carpal region immediately after birth. At Obihiro University， an ultra-
sonic examination revealed an absence of the tendon parenchyma on the anterior surface of the left carpal 

region， and a diagnosis of congenital rupture of the common digital extensar tendons was suggested. Com-
pression bandages improved the gait， and eventually the foal was traded when it was 270 days old. 
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